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木村　悠音
きむら　ゆね

・作品制作ソフト
基本：Photoshop

過去作品：ibisPaint X
                  MediBang
                  アナログ
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皮肉と弔い
薫風過ぎて

3 月のカレンダーとして制作した作品。（下）
3 月ごろ咲き始める勿忘草とこの時期特有の別れ、より。

パネル作品（左）
凡そ怪異や妖などの目には視えない存在を意識。
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開闢
決別

信仰をテーマに表紙と一緒に描いたもの。（下）
邪心や盲目的な部分をひっくるめ、信仰。

別れをテーマに描いたもの。課題。（左）
平等に、予期なく訪れる喪うという事に心まで着いて行かず虚と現実で
迷子になってしまう。
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蠱徂（創作ゲームラフ）
日本武尊（キャラクター）

課題
怨嗟と憂世をテーマにラフ制作。（下）
実態の無い負の感情と共生する。

炎と日本武尊（左）

88

怨嗟と恐ろしき執着心とが蔓延る憂世。今世。常。
怨嗟の均衡を保つため、そして怨嗟を断ち切るため、限られた人間たちは怨念・怨嗟と契約を結ぶ。

『目には目を、歯には歯を』　　　　『毒をもって毒を制す』

契約した怨念たちはその契約者との役目を終えると怨を断ち切ることが出来る。
限られた人間というのはかつて怨嗟と関係が深く、それでいて怨念に飲まれなかった人たちを言う。
最初の登場人物は3人

一人目、禍宵（かしょう）・・・災いと闇。　禍津日神（まがつひのかみ）を嫌った怨嗟と契約

二人目、虚縁（きょえん）・・・虚な心と縁切り。　事解男命（ことさのをのみこと）への恐れと
　　　　　　　　　　　　　　　信仰の怨嗟と契約

三人目、深懼（しんく）・・・人々の世界に対する恐怖心。　蠱毒のため犠牲となった犬神の怨嗟
　　　　　　　　　　　　　　と契約

正道を求めた訳では無い。正義を執行する訳でも無い。己が勝手に救われる為に今生きる話。
彼らはただ、自分自身からもその怨嗟を断ち切り消し去る為に怪異や怨といった化け物（人の心）
とひたすらに向き合っている。

これは正義のヒーローの話では無い。どこまでも人間を見つめる為に存在する

蠱　　徂 　怨嗟や執着の蔓延る世界で.

　その多大な力を抑え断ち切るため、怪異や怨嗟と戦う物語

。

ー禍宵ー（かしょう）
　「これが、応報？」
　一最初に出逢う。禍津日神を嫌う怨嗟と契約した人間。

登場人物
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静謐
ぐるぐる

課題
小説と小物をモチーフに制作。（下）
檸檬を読んだ時の何とも言えない静謐さと秘匿性。

ハロウィンとアイコン（左）
ハロウィンの時期に SNS で使用できる、パッと見た時ハロウィンだとわ
かるように。
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ラフ・その他

兄弟、をコンセプトとし製作中（左）
「それが一縷の希望とならずとも」
イメージは 5 月、年中行事、錦鯉（鯉のぼり）

4 月のカレンダーとして製作中（下）
「春、来る。つつがなしや」
イメージは、単調と無機質の街に暮らしが
確かに存在している。
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逃避行おテーマに製作中（上）
鏡、現実、願いのワードを中心に置いき、目を逸らしたい現実世界をイメージ。

壮大と孤独（下）
人の無力さとどうしようもない小ささをイメージ。



作品タイトル
どこへ越しても住みにくいと悟った時、詩が生れて、画が出来る。意地
を通せば窮屈だ。とかくに人の世は住みにくい。住みにくさが高じると、
安い所へ引き越したくなる。
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